
第一生命ホールディングス 経営企画ユニット ユニット長の西村です。
本日は、第一生命グループの２０１９年３月期第３四半期決算報告の電
話会議にご参加いただきまして、ありがとうございます。
通常よりも短い時間となっていますので、私から１０分ほど決算の総括
をさせていただき、残りの時間を質疑応答とさせていただきます。
１ページをご覧ください。



今回の決算のポイントを以下の３点にまとめました。
営業業績については、３つのブランドが競争力のある商品を投入し、最適な
チャネルを通じてお客さまに繋ぐマルチブランド・マルチチャネル戦略を推進
した結果、営業職・代理店・銀行窓販のいずれのチャネルでも新契約を伸ば
し、３社合計で前年同期比40.1％の高い伸びを達成しました。第一生命の
ジャストは好調な販売が続いており、昨年12月下旬から販売を開始した認知
症保険はすでに累計５万件を超える好スタートを切りました。
第二に、連結業績については、前年同期比で増収・減益となりました。株主
還元の原資であるグループ修正利益も小幅減益となりました。第一生命の
基礎利益は想定を上回って推移しており、第３四半期は金融環境の変化に
対応し、将来の運用収支改善につなげるため、海外金利の上昇局面におい
て外債の一部入れ替えを実施しました。この結果、第一生命のキャピタル損
が拡大していますが、それも含めて、全体的に通期予想に対して想定線で推
移していると考えています。
最後に、成長戦略でいくつかアップデートがあります。１月２３日に、米国プロ
テクティブがグレート･ウェスト社と個人保険・個人年金の既契約ブロックの買
収で合意しています。総投資額は昨年のリバティ･ライフを上回り、これまで
のＭ＆Ａで最大規模となります。６月頃の買収手続完了を見込んでおり、完
了次第、会計利益、エンベディッド･バリュー共にプラスの貢献を見込んでい
ます。

次のページをご覧下さい。



連結及び主要子会社の業績概要について説明します。
連結経常収益は、前年同期比835億円の増加となりました。米国の金利上昇
を背景に、第一フロンティア生命の外貨建て保険の販売が大幅に伸張し、保
険料等収入の増加につながりました。第一フロンティア生命の経常収益は従
来の通期予想を上回っており、これを背景に通期の経常収益の予想を上方
修正しました。
連結経常利益は、前年同期比515億円の減少となりました。第一生命につい
ては、前ページでご説明した通りです。第一フロンティア生命では市場環境
の悪化により最低保証にかかる損益が悪化し、減益となりました。プロテク
ティブでは、第３四半期に入って業況は改善を見せたものの、上半期に保険
金支払が増加した影響を相殺するには至っていません。ＴＡＬは個人保険・団
体保険で保険金支払が増加し、減益となりました。
親会社株主に帰属する四半期純利益（連結純利益）は、前年同期比483億円
の減少となりました。グループ修正利益は1,542億円となり、前年同期比140
億円減少しています。連結純利益とグループ修正利益の変化の違いは、前
年同期に計上されたジャナス・ヘンダーソンの合併に係る株式交換益を含
む・含まない、の違いです。増益の要因分析や、連結純利益から修正利益へ
の調整過程は参考資料の17ページに図示していますので参考にしてください。
次のページをご覧下さい。



ここからは国内生命保険事業について説明します。
まず３社の営業業績についてですが、３つのブランドがそれぞれ競争力
のある商品を開発し、グループでチャネル開拓を進めながらお客さまの
ニーズに合わせて最適なチャネルで商品･サービスを提供するマルチブ
ランド･マルチチャネル戦略を進めています。
第一生命では健診割を導入した商品「ジャスト」の販売が好調で、昨年
１２月下旬に発売した認知症保険は５万件を超えるなど好調なスタート
となりました。ネオファースト生命では代理店パートナーとの関係強化に
より医療保険の販売も加速しています。第一フロンティア生命ではメガ
バンクに加えて地銀等との委託販売が拡大し、第一生命の営業職によ
る販売も好調に推移しました。
この結果、営業職・代理店・銀行窓販全てのチャネルで販売が伸び、３
社合計の新契約年換算保険料は前年同期比40.1％増と大幅な伸びを
記録しました。経営者保険につきましては、一部を除き、本日より商品
の新規販売を停止しましたが、現時点では業績見通しに大きな影響を
与えないと考えています。なお、経営者保険を除くベースでも国内生保
３社の新契約は前年同期比７％の伸びを示しています。
次のページをご覧下さい。



第一生命の業績について説明します。
新契約年換算保険料が前年同期比で減少していますが、第一生命の
営業職や代理店が第一フロンティア生命やネオファースト生命など３ブ
ランド商品の販売を強化したことなどが要因です。営業職チャネル経由
で販売された第一生命グループの商品は、３ページに記載の通り新契
約年換算保険料で12.5％増加しています。
基礎利益は主に保険関係損益の増加を背景に前年同期の3,129億円か
ら3,377億円に拡大しました。
保険関係損益の改善は、昨年３月の料率改定を伴う新商品投入により
標準責任準備金繰入額が減少していることが主な要因です。
キャピタル損益は損失がやや増加しています。第３四半期の金融環境
の変化に対応し、将来の運用収支改善につなげるため、外債の一部入
れ替えを実施したことが主な要因です。それも含めて、通期予想に対し
て想定線で推移していると考えています。
次のページをご覧下さい。



第一フロンティア生命の業績について説明します。
新契約年換算保険料が順調に拡大していますが、メガバンクに加えて
地銀や第一生命の営業職による販売など、チャネル拡充が進展し、販
売を伸ばしています。
右側のグラフでは純利益を構成する各損益の推移を示しています。前
年度は内外金融環境が非常に好調であったため最低保証リスク関連損
益がプラスとなりましたが、今年度は金融環境が調整色を強める中でマ
イナスに転じています。なお、事業利益は、前年度からやや減少してい
ますが費差損益における前年度の一時的な上ぶれ要因の剥落に伴うも
のであり、この影響を除けば安定的に推移しています。
次のページをご覧下さい。



ネオファースト生命の業績について説明します。
今年３月から法人向け保険商品「ネオdeきぎょう」を発売し、主に第一生
命の訪問型代理店チャネルで販売していましたが、８月以降は営業職
による販売も開始し、保有契約年換算保険料は大幅に拡大しました。銀
行窓販や乗合代理店等で販売される医療保険は、代理店パートナーと
の関係が強まった結果、販売は加速しています。
業績面では、営業業績の拡大に伴う費用増により経常損失を計上して
いますが、損失額は前年並みに抑えられています。
次のページをご覧下さい。



海外生命保険事業、アセットマネジメント事業の利益を円建てでお示し
しています。
プロテクティブとＴＡＬを合計した利益は概ね前年並みでしたが、第一生
命ベトナムでは、市中金利の低下により責任準備金の追加繰入を行っ
たこと等を要因として海外生命保険事業の利益は減少しています。
アセットマネジメント事業では、５月からジャナス･ヘンダーソンが持分法
適用関連会社となったことで、利益貢献が大きく拡大しています。
次のページをご覧下さい。



プロテクティブの業績について説明します。
税引前営業利益は生保事業、年金事業で前年同期を下回りました。生
保事業については、業況は第３四半期に入り改善を見せたものの、上
半期の保険金支払の増加の影響を相殺するには至っていません。年金
事業は金融環境等の前提と実績の差異を調整した結果、減益となりま
した。
買収事業では、昨年５月に買収を完了したリバティ・ライフの契約ブロッ
クの影響が寄与し、既契約ブロックの満了に伴う収益減の影響を一部
相殺して増益となりました。またステーブルバリュー事業は受託資産残
高の増加により増益でした。
純利益・修正利益は減税の効果で増益を達成しています。
次のページをご覧下さい。



ＴＡＬの業績について説明します。
オーストラリアの個人保険市場においては厳しい環境が継続してお
り、ＴＡＬの個人保険部門における新契約は前年同期比で約12％減
少しました。団体保険部門では、大型契約を複数獲得した前年同期
に比べると減少しています。しかし、保有契約年換算保険料は前年
同期比で３％増と安定的に増加傾向が続いています。
基礎的収益力は、個人保険・団体保険共に保険金支払が一時期増
加したことや、一時的要素もあって、前年同期比17％減となりました。
次に11ページをご覧下さい。





第一フロンティア生命の販売が好調に推移しているため、経常収益予
想を上方修正し、連結経常収益も上方修正しています。その他のグ
ループ企業については概ね想定通りの進捗となっているため、１９年３
月期の経常利益・連結純利益予想につきましては据え置きとしています。
グループ修正利益も据え置きとしました。
１株当たり配当は引き続き、３円増配の５３円を予想しています。
次にグループEEVについて説明します。13ページをご覧ください。





2018年12月末のグループＥＥＶは約5.8兆円となりました。金利・株価共
に下落した影響が大きくなっています。
次のページをご覧ください。



グループ各社のＥＶをお示ししています。
国内生保２社のＥＶは金利･株価低下の影響を受けて減少しました。海
外生保のＥＶ（現地通貨ベース）は、プロテクティブは９月末までの金利・
株価上昇や割引の開放により増加し、TALは新契約の獲得や契約の更
新等を背景に増加しました。
以上で私からの説明を終わります。












































